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2009年日本語教育学会秋季大会 発表要旨 

 

私も「移動する子どもだった」 

 

幼少期に多言語環境で成長した成人日本語使用者の言語習得と 

言語能力観についての質的研究 

 

川上郁雄 

 

本研究は，幼少期に多言語環境で成長した人が日本語を含む複数言語の習得とそれにと

もなう自己の複数言語の能力についてどのような考えや認識を持っているかを面接調査に

よって追究した研究である。 

 

以下に本研究の背景とねらいを述べる。現在，日本には「日本語を第二言語として学ぶ」

外国籍児童生徒が増加している。一方，海外では，継承語として日本語を学ぶ日系の子ど

もや週日現地の学校で現地語を学びながら週末に日本人補習校等で日本語を学ぶ日本人児

童生徒が増加している。これらの子どもは空間的に移動するだけではなく，日々の生活の

中で複数の言語間を移動しながら複数の言語を学んでいる点で共通する。このような意味

の「移動する子ども」が成長過程でどのように複数言語を認識し，習得し，成人した後の

生活で，それらの複数言語をどのように使用しているか，あるいは使用していないかにつ

いて実態を把握することは，現在成長過程にある「移動する子ども」への日本語教育をど

うデザインするかを考えるうえで，貴重な知見を提供してくれるのではないかと考えた。 

 

このような研究視角から，本研究ではかつて「移動する子ども」であり，現在，日本で

活躍している11人の方（川平慈英氏，セイン・カミュ氏，一青妙氏，コウケンテツ氏，フィ

フィ氏，華恵氏，長谷川ア―リアジャスール氏，白倉キッサダー氏，NAM 氏，響彬斗氏・

一真氏兄弟）に面接調査を行った。これらの方が幼少期に接した言語には，日本語以外に，

英語，中国語，韓国語，エジプト語，ペルシャ語，タイ語，ベトナム語，ポルトガル語が

含まれる。また，これらの方の約半数は親の国際結婚による「ハーフ」，「ダブル」の背景

を持つ。面接調査は録音，録画され，文字データは質的調査法によって分析された。 

 

その結果， 

1.  社会的な関係性の中で言語を習得すること 

2.  子どもの主体的な学びの中で言語が習得されること 

3.  複数言語能力および複数言語使用についての認識は，成長過程によって変化する

こと 

4. そのことが，成人した後の生活の形や今後の生活を作ることに影響していること 

などがわかった。 
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この研究は，日本語母語話者の日本語能力を規範として学習到達目標を設定する，年少

者日本語教育の方法を見直すことや，欧州で議論されている複言語主義や複言語能力の議

論へも日本から一石を投じる意味がある。また，本研究で，俳優，作家，スポーツ選手，

音楽家等として活躍する，かつての「移動する子ども」を対象としたのは，プロとして社

会貢献する方の複数言語習得に関する経験は，現在の「移動する子ども」や関係者への示

唆となると考えたからである。今後，グローバル化と人口移動によって，このような「移

動する子ども」の増加は必至で，これらの子どもを対象にした日本語教育はますます重要

性を増すだろう。本研究も，日本語教育の社会的貢献の一つとなることを願っている。 


